
Ⅰ．はじめに

　日本の人工林は成熟しつつあるとはいえ，まだ間伐が必要な人

工林は全体の７割以上ある。間伐は将来の木材生産のため不可欠

であるばかりでなく，環境の面からも重要である。近年，政策的

な補助により間伐の推進を行っているが，国産材価格の低迷のた

め伐出を伴わない切り捨て間伐が間伐材積の約６割を占めている

（２）。切り捨て間伐は有効資源を放棄していること，および環境

の面から決して好ましいことではない。

　本報告では，熊本県を対象に，２０００年以降，搬出間伐と切り捨

て間伐がどのような場所で行われているかについて，森林GIS，

森林簿情報を用い，計画区，林道からの距離，齢級等との側面か

ら解析を行った。

Ⅱ．　対象地および使用データ

　対象地は，熊本県全域とした。熊本県は，林務水産部地図情報

システムと呼ばれる地理情報データベースを構築しており，その

情報の一部である森林現況マスタを基礎情報として用いた。森林

現況マスタには，森林簿情報の他，林道からの距離が記載されて

おり，今回はその値を解析に使用した。間伐データについては，

上記システムの一部である間伐マスタから，２０００～２００４年の期間

に，６～１０齢級の林分で行われた間伐施業のデータを抽出し，解

析に使用した。間伐面積を計算する際は小班面積を代用した。そ

のため，実際の実施面積とは異なる。　

Ⅲ．方法

　熊本県から提供を受けた小班界データをESRI社ArcViewに取

り込み，小班ごとに他の属性（森林簿情報，間伐履歴等）を結合

し，データベースを作成した。そのデータベースを用いて，（１）

計画区別齢級配置，（２）　林道からの距離と小班の累加面積割合，

（３）林道からの距離と搬出間伐率，（４）年度別，齢級別搬出間

伐率を算出した。これらのデータを４つの計画区（球磨川，緑川，

白川・菊池川，天草の４計画区）ごとに集計し，解析を行った。

Ⅳ．結果

　図－１に計画区ごとの齢級配置を示す。白川・菊池川及び緑川

では９齢級がピークであるのに対し，球磨川は８，天草は７齢級

がピークで若くなっていた。どの計画区も６～１０齢級の占める割

合が７割を超えていた。

　図－２に林道からの距離と小班の累加面積割合を示す。斜面傾

斜が比較的緩やかであるといわれる白川・菊池川では，林道から

１００m以内の小班の累積面積割合が約５０％を占めるのに対し，斜

面傾斜が急であるといわれる球磨川では，１００m以内の小班の累

積面積割合が約２７％，２００m以内でも約４５％であった。
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図－１．計画区別齢級配置



　林道からの距離と搬出間伐割合について図－３に示す。熊本県

全域で見ると，林道から１００m以内では，搬出間伐の割合が約

７５％，１００～５００mでは，約５０％となり，それ以上では４０％以下と

なった。地域で見た場合，白川・菊池川では，どの距離において

も７０％以上の搬出率であるのに対して，球磨川ではばらつきはあ

るものの２０～４０％の範囲であった。

　表－１に計画区別年度別の搬出間伐割合を示す。２００４年度の搬

出率が低いのは，間伐のデータが前期分しか入力されていなかっ

たため，季節による影響を受けていると思われる。２０００４年度を

除くと，県全体の搬出率は年々上昇していた。

　表－２に計画区別齢級別の搬出間伐割合を示す。齢級が上がる

につれて搬出間伐率が上昇するのは，当然であるといえるが，県

全体で見た場合８齢級で５０％を超えていた。

Ⅴ．考察

　図－１，２より，計画区間で齢級や林道整備の状況が異なってい

ることが明らかとなった。そのことが搬出間伐率にも反映された。

白川・菊池川では，齢級のピークも高齢で，路網も発達している

ため，搬出間伐率が高く，齢級のピークが若い天草や路網が十分

でない球磨川では，搬出間伐率が低い結果となった。

　図－３より，熊本県全体で見れば林道から離れるに従って搬出

間伐率は低下する傾向にあるが，計画区ごとに見た場合そういっ

た傾向は見られなかった。類似した研究として林道からの距離と

間伐の実施率の関係について報告したものがあり，経済性の面か

ら考えれば，林道からの距離が短いほど間伐率が高いと考えられ

る（３）が，全く逆の結果となった報告もある（１）。間伐作業

と林道からの距離との関係は，他の要因（伊藤ら（１）は小班面

積を取り上げている）も大きく影響していると考えられる。

　表－１を見ると，熊本県の間伐搬出率は６割を超えるところま

で来ており，全国的に見てかなり高い（２）。現在の木材価格及

び間伐補助金の水準であれば，齢級構成を考慮すれば，搬出間伐

率は今後増加すると考えられる。

　しかしながら計画区別に見れば，白川・菊池川を除いて，搬出

間伐率は上昇しているとはいえない。このような計画区ごとの差

が何に起因するのかは，図－３，表－２を見ても明らかな通り，

「齢級構成が異なるから」，「林道整備の状況が異なるから」，とい

う理由だけでは説明できない。今後，県全体の搬出間伐率を上げ

ていくためには，こうした点を明らかにし，施策を考えていく必

要がある。
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図－２．林道からの距離と小班の累加面積割合

図－３．林道からの距離と拠出間伐割合

表－１．間伐における搬出間伐割合（計画区別、年度別）

２００４２００３２００２２００１２０００

１６．９３６．７４２．５３８．８４２．３球磨川

３５．５５１．５５０．６５１．８６４．５緑川

７２．７８５．８７５．８６６．３５９．６白川・菊池川

１８．１２２．７２２．４３８．９１６．５天草

３７．６６２．３５６．６５１．５４８．５県全体

表－２．間伐における搬出間伐割合（計画区別、齢級別）

１０９８７６

５９．６７０．０４２．７２８．９１７．５球磨川

７３．９６６．２５６．４３９．６２５．９緑川

８９．８８４．７７１．５６４．３４７．４白川・菊池川

６２．９４２．８２９．９２３．４１２．５天草

８０．２７７．１５４．２３９．１２４．６県全体


